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私のすすめるこの１冊・・・村田利裕 （美術科 准教授） 

 

     知的障害児（者）教育の草分け、田村一二（たむら いちじ）氏の入門書 

田村一二 「賢者モ来タリテ遊ブベシ 福祉の里 茗荷村への道」         

                                                              
 

 平成 19 年 4 月から、「特別支援教育」が学校教育法に位置づけられました。十分勉強しておこう

と読書計画をしている学生さんも多いことでしょう。このような時期でもあり、図書館から幸いにも

依頼をいただきましたので、知的障害児（者）教育の草分け田村一二氏（1909-1995）の代表的入門

書『賢者モ来タリテ遊ブベシ 福祉の里 茗荷村への道』をご紹介したいと思います。 

 私も研究会で、2004 年「いのちの創造」展(一麦寮、第 2 びわこ学園の方のねんどの作品展）と、

2005 年「いのちの色とかたち」展(一麦寮の方の美術作品展）の２度にわたって関わらせていただい

て、少しずつですが勉強を始めてきています。滋賀県の「一麦寮」は、田村一二氏が寮長をしておら

れた知的障害者施設ですが、その作品は、かの芸術家、岡本太郎も東京での過去の展覧会を見て、「な

んじゃこりゃ」とびっくりされたそうです。本当の幸せを教えてもらえるような、生きる喜びとは何

なのかを思わず感じてしまう不思議な世界です。 

 ところで、ご存じだったでしょうか？この知的障害児（者）教育の草分け田村一二氏が京都教育大

学出身であるということを。田村氏は、京都教育大学の学生さんにとっては、まさしく大先輩にあた

ります。 

 戦後の日本の知的障害児（者）教育で高い評価を受けておられる方なので、発達障害教育専攻の学

生さんには「常識！」と言われてしまうかもしれません。しかし、多くの学生さんにとってはどうで

しょうか？研究分野が少し違うと、「誰？その人？」とか「大まかに知っているけど、細かくは･･･」

などさまざまな反応が返ってきそうです。 

 氏は、あの有名な滋賀県「近江学園」の創設に関わり、「一麦寮」の初代寮長をされました。京都

の舞鶴生まれ。昭和７年に京都府師範学校美術科に入学します。氏の心の中心には、絵を描くことが

あり、生涯を通して絵を描き続けます。氏は、やや暗い面もちの舞鶴の海を見て育ちます。そして誰

も価値を見いださないそんなところに本当の美を見いだす事が画家の真の仕事と考えます。そしてそ

の画業態度が、教育へ置き換わっただけと述べます。 （次ページに続く） 

 
 
 



 
 
 氏においても小学校への赴任が、障害児教育へ目を開かされる重大な契機でした。子どものために

理想とする教育を実現しようとし、寄宿制の社会福祉施設を構想します。第 2 次世界大戦後、多くの

人が振り返ることもせず、知的障害児（者）教育に着手することの少なかった時期、まさに本当に教

育を起こすのにパワーが必要な時に、障害児（者）教育を立ちあげようとします。近江学園の創設で

は、糸賀一雄氏、池田太郎氏、田村一二氏の３人の教育者が結束し立ち上がるのです。なんと児童福

祉法成立の前夜であったことにも驚かされます。 

 さらに氏の構想は広がります。本当に皆がつながりをもち、誰でもが平等に住んでいける村、つま

り福祉のコミュニティーを創設しようとするわけです。それが茗荷村です。この本は、氏の人生をか

けた大事業を述べたものとなっています。 

 興味深い理念としては、「混在共存」の理念というのがあります。近江学園では、戦災孤児や障害

児などを同じ場で教育していました。「混在共存」の理念は「分離隔離」の理念ではないのです。ま

た、山の開墾などの自然を踏まえた場で、教師も子どもも一緒に汗を流すところから本当の心が分か

り合えるという境地にいたります。これを氏は、「流汗同労」と呼びます。子どもの本当の心を知る

ということは教育実践でとても重要なことですが、容易なことではありません。アンケートをしたり

意見を聞いたりするわけですが、氏は、共に汗をかくくらいのことをしないと人の心などなかなか本

当に分かり合えないのだと考えるのです。氏の子どもへの思いは徹底的で、いろいろな筋肉を使った

り感覚を刺激するのにプールが必要だと考えると、「水を引いてきて、プールをつくろう」と行動を

起こします。粘土制作も職業教育でなく、土に接触し遊びの経験から生まれる経験が大切と、ここで

も粘土室を自分たちで建設します。イラストもご自分で描かれており、「障害児教育こそは教育の基

盤である」と京大教授の木村素衛氏と問答しているところやプールをつくろうとしているところな

ど、その場の様子が伝わってくるようです。みなさんは、障害児教育のことをどのようにお考えでし

ょうか？私も素人ですが、今後も自分なりに一生懸命考えていきたいと思っています。 

 アメリカ合衆国のチャータースクール（1990 年代から増えつつある新しい学校の試み。教師や地域

の人の発案から創設される特別認可学校）や日本でも教育特区の改革など、教育現場の関係者が、自

らの理想をかかげて教育の場作りをすることが起こっている昨今ですが、一般的には既存の制度の中

の教育に、がんじがらめになっていることも多いのではないでしょうか。氏の生きざまのように、人

間理想を貫いた人物や人生に出会うと、本当にほっとします。この本を読んでみると、皆さんも人間

も捨てたものじゃないなと思わず言いたくなると思います。骨太の教育実践家に出会いたいと思って

いるのに残念ながら出会えていない方。是非一読をお薦めします。 

 

『賢者モ来タリテ遊ブベシ』田村一二 １９８４年５月 

ＮＨＫブックス４５７ （北館２階文庫室） 

 
関連してお読みいただきたい文献 

 田村 一二、『茗荷村見聞記』、北大路書房   田村 一二、『手をつなぐ子ら 』、北大路書房  
 田村 一二、『ぜんざいには塩がいる―障害児教育の原点』、柏樹社 

 田村一二、『忘れられた子ら』、冬芽書房 

◎『田村一二と茗荷村  ～茗荷村の例会から～』、大萩茗荷村茗荷村研究所   
  口述したものを書き起こしている労作。分かり易い 

 『みちの花 共に歩んだ茗荷村への道』  大萩茗荷村茗荷村研究所  語り 田村 美枝子 

 芸術教授学 vol.7～vol.9、日本芸術教授学研究会 
 
 
 
 
 



 
■ 図書館からのニュース 
  

１．新館１階書架の一部更新について  

  平成１７年度より書架の更新を８年間計画で実施しています。今年は３年目にあたり、 

  １０月７（日）、８（祝）にかけて新館１階東側の一部の書架を更新します。 

 

２．「うた」と「おはなし」の会開催について 

   京都教育大学附属図書館・幼児研究科平井研究室共催の「うた」と「おはなし」の会も

第９回目になりました。詳細は当館ＨＰに掲載していますのでご覧の上、ご近所の方にご

案内くださいますよう、よろしくお願いします。 

   日時：１０月２１日（日） １１：００～１２：００ 

   場所：京都教育大学附属図書館２階 視聴覚室 

   対象：幼児（３～６歳ぐらい）と保護者 ０～２歳児さんも大歓迎！ 

   お申し込み方法：保護者氏名、お子様のお名前と年齢、電話番号を明記の上、 

           FAX、Ｅ－ｍａｉｌでご連絡ください。当日参加も可です。 

   お申し込み先および連絡先：京都教育大学附属図書館 図書館グループ 総務担当 

                〒612-8522 京都市伏見区深草藤森町１番地 

                TEL 075-644-8176 FAX 075-644-8182 

                              E-Mail: tosomu@kyokyo-u.ac.jp 

 

３．教科書展の開催について  

    今年は中等教育用社会科教科書・指導書を展示します。 

    日時：１１月８日（木）～１４日（水）、２３日（祝） 

       ９：００～１７：００ 

    場所：附属図書館１階ロビー 

 

４．校舎耐震改修工事に関連するお知らせ  

（１） 図書館への返却図書について  
    耐震改修工事に関係して各先生方からの図書館へ返却する書籍等を入れた相当数のダ

ンボール箱を館内のいたるところに所狭しと積んでいます。狭い上にさらに狭くなり何か

とご不自由をお掛けしますが、ご了承のほどよろしくお願いいたします。 

 

（２） 「視聴覚室」の利用について  
耐震改修工事期間中は、教室・ゼミ室等が不足しますので、「視聴覚室」も教室・ゼミ 

室等に転用します。従って、通常利用が著しく制限されます。 

  

 以上、２点について、ご協力方よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 



 

私のすすめるこの１冊・・・小豆恭一 （附属図書館 主査） 
 

『歴史都市・京都から学ぶ ジュニア日本文化検定テキストブック』 
『改訂版 京都・観光文化検定試験 公式テキストブック』 

 
 １０月にもなると京都には全国各地、世界各国から観光客がどっとやってきます。平成１７年度に

京都に訪れた観光客は、４千７百万人に達し、京都市では、平成２２年までに年間５千万人を目標と

しています。この近年の京都ブームに拍車をかけたのが、「京都観光文化検定試験」通称｢京都検定｣

です。私も第１回の検定試験から受験していますが、これがなかなか難しいです。京都生まれ、京都

育ちで４０年でも京都通になれません。「改訂版京都・観光文化検定試験 公式テキストブック」を

読んでいますがなかなか頭に入りません。昨年小学生向けのジュニア京都検定が始まり、それのテキ

ストブック「歴史都市・京都から学ぶ ジュニア日本文化検定テキストブック」が発刊されました。

このテキストは、京都市立の小学校高学年に無料で配布され、社会科の副読本として活用されていま

す。私も娘（小学４年生）もこのテキストをもらっていて、一緒に京都について勉強中です。 
 このテキストは、京都の文化、歴史、伝統、くらしについて小学生にも理解できるように解説され

ています。例えば、京都にある世界文化遺産に登録されている寺院や京野菜などさまざまな京都につ

いて書かれています。前回の｢京都検定｣にも、このジュニア検定ハンドブックに載っていることが出

題されていました。 
 学生の皆さんには、ぜひジュニア検定テキストブックを活用して子供たちにどうすれば京都につい

て教えることができるか考えてもらいたいと思います。また、腕試しに「京都検定」の受検をお勧め

します。さらに、私と同じ年頃の子供さんがおられるお父さん、お母さんにはぜひ子供と一緒にこの

テキストブックを読み京都の町を歩いてほしいと思っています。スーパーに行っていろいろな京野菜

を見つけてみるのもいいでしょう。 
 最後に問題です。「京都府師範学校がはじまりで、地域に開かれた教育の総合大学を目指している

大学はどこでしょう？」 答えは分かりますよね。 
 
 附属図書館には「京都コーナー」があり、京都検定テキストブックをはじめ多くの京都関連本があ

りますので、ご利用ください。「京都コーナー」は、北館階段前にあります。  
 
 今年の「京都検定」の実施日は１２月９日、受付は１０月５日から開始です。本学の生協でも受付

ています。 
 
 
『歴史都市・京都から学ぶ ジュニア日本文化検定テキストブック』  
京都新聞出版センター 発行 2006 年 定価 １，０００円 （購入手続中） 

『改訂版 京都・観光文化検定試験 公式ハンドブック』 淡交社 発行 2005 年 
 定価 ２，１００円 （開架図書 京都コーナー） 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 



 
■ 図書館開館スケジュール 
 

(  通  常  ) 

開館時間 :  9:00 

閉館時間 : 21:00 

一部期間は 17:00 に閉館します 

下記カレンダー「～17:00」と記載 
 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月３日（水）は館内整理のため休館します。    １１月３日(土)は祝日のため休館します。 
１０月８日（月）は祝日のため休館します。      １１月７日(水)は館内整理のため休館します。 
１０月２１日(日)は「うた」と「おはなし」の会    １１月２３日（祝)は「教科書展」のため 
のため開館しますが、通常の図書館利用はできません。 開館しますが、通常の図書館利用はできま  

   せん。 
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